
〔
学
〕福
山
大
学（
福
山
市
東
村
町

三
蔵
９
８
５
｜
１
、
鈴
木
省
三
理
事

長
、
電
０
８
４
・
９
３
６
・
２
１
１

１
）
の
新
校
舎
「
未
来
創
造
館
」
の

新
築
工
事
地
鎮
祭
が
３
月
12
日
、
同

館
新
築
予
定
地
（
１
号
館
西
側
、
34

号
館
南
側
「
爽
風
の
庭
」
内
）
で
営

ま
れ
た
。
大
学
及
び
工
事
関
係
者
ら

35
人
が
式
典
に
参
加
し
、
工
事
の
安

全
祈
願
を
行
っ
た
＝
写
真
上
＝
清

水
厚
實
総
長
。

薬
学
部
棟
は
築
30
年
が
経
ち
老

朽
化
が
進
ん
で
い
る
た
め
、
こ
の
ほ

ど
新
校
舎
＝
完
成
予
想
図
＝
を
建

設
す
る
。
新
棟
完
成
後
、
現
薬
学
部

棟
は
取
り
壊
さ
れ
る
予
定
。
新
館
は

鉄
骨
造
（
一
部
Ｃ
Ｆ
Ｔ
造
＝
コ
ン
ク

リ
ー
ト
充
填
鋼
管
構
造
）
で
地
上
11

階
建
て
。
建
築
面
積
は
２
４
１
８
・

86
㎡
で
、
延
床
面
積
は
１
万
３
０
８

１
・
73
㎡
、
高
さ
は
46
・
85
ｍ
で
、

キ
ャ
ン
パ
ス
内
最
大
の
建
物
に
な

る
。
設
計
は
㈱
佐
藤
総
合
計
画
九
州

オ
フ
ィ
ス
（
福
岡

県
）、
施
工
は
㈱
安

藤
・
間
（
東
京
都
）・

占
部
建
設
工
業
㈱

（
同
市
地
吹
町
18
｜

16
、
占
部
　
誠
社

長
）・
平
和
建
設
㈱

（
同
市
川
口
町
１
｜
16

｜
35
、
岡
田
吉
弘
社

長
）
が
Ｊ
Ｖ
（
共
同
企
業
体
）
を
組

み
行
う
。
20
年
12
月
に
完
成
予
定

で
、
21
年
４
月
か
ら
正
式
に
開
館
す

る
予
定
。
総
事
業
費
は
約
51
億
２
７

０
０
万
円
。

１
・
２
階
に
は
、
様
々
な
情
報
機

器
が
置
か
れ
た
開
放
的
な
自
習
環

境
で
あ
る
ラ
ー
ニ
ン
グ
・
コ
モ
ン

ズ
、
全
学
共
用
の
大
型
の
分
析
機
械

を
集
約
し
た
共
同
利
用
セ
ン
タ
ー

の
ほ
か
大
講
義
室
な
ど
も
置
か
れ

て
、
学
部
や
学
科
に
か
か
わ
ら
ず
全

学
生
や
教
職
員
が
多
種
多
様
な
用

途
で
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
る
と
い
う
。
大
教
室
は
、
可

動
式
の
椅
子
を
配
置
す
る
こ
と
で

少
人
数
単
位
の
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

が
で
き
る
よ
う
に
し
、
更
に
講
義
も

録
画
し
て
、
学
生
は
モ
バ
イ
ル
や
パ

ソ
コ
ン
で
振
り
返
れ
る
よ
う
に
す

る
予
定
だ
。ほ
か
、３
階
は
講
義
室
、

11
階
に
は
瀬
戸
内
海
の
島
々
を
一

望
で
き
る
ラ
ウ
ン
ジ
や
会
議
室
を

設
け
る
。
４
─
10
階
は
薬
学
部
の
研

究
エ
リ
ア
で
、
ガ
ラ
ス
張
り
の
オ
ー

プ
ン
ラ
ボ
に
し
て
あ
り
、
研
究
室
の

垣
根
を
越
え
て
交
流
出
来
る
、
新
し

い
タ
イ
プ
の
研
究
実
験
室
に
す
る

と
い
う
。
松
浦
史
登
副
学
長
は
「
学

生
が
い
か
に
良
い
環
境
で
研
究
で

き
る
か
、
を
第
一
に
考
え
て
設
計
に

様
々
な
ア
イ
デ
ア
を
盛
り
込
み
ま

し
た
。
薬
品
を
使
う
学
部
だ
け
に
、

健
康
や
安
全
性
へ
の
配
慮
が
一
層

行
き
届
い
た
施
設
に
し
ま
す
」
と
話

し
て
い
た
。
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福
山
が
戦
前
の
昭
和
史
を
揺
る

が
す
大
事
件
の
舞
台
で
あ
っ
た
事

は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
。
以
前

紹
介
し
た
歩
兵
第
41
連
隊
・
連
隊

長
の
樋
口
季
一
郎
大
佐
の
部
下
・

相
沢
三
郎
中
佐
が
起
こ
し
た
相
沢

事
件
で
あ
る
。
相
沢
事
件
は
翌
年
の

２
・
26
事
件
の
引
き
金
に
も
な
っ

た
。
今
回
は
そ
の
福
山
で
の
エ
ピ
ソ

ー
ド
を
紹
介
し
た
い
。

相
沢
は
天
皇
親
政
の
下
で
の
国

家
改
造
を
目
指
し
た
皇
道
派
の
急

先
鋒
で
あ
り
、
41
連
隊
の
若
手
将
校

を
取
り
込
も
う
と
し
た
が
樋
口
は

許
さ
な
か
っ
た
。
若
手
将
校
た
ち
に

「
相
沢
と
国
家
改
造
を
唱
え
る
な
ら

ば
、
お
前
ら
に
自
由
（
ク
ビ
）
を
与

え
て
や
る
」
と
厳
し
く
対
処
し
た
。

さ
ら
に
相
沢
の
為
を
思
い
日
本
国

内
の
危
険
分
子
と
切
り
離
す
た
め
、

自
身
の
満
州
転
任
と
同
時
に
相
沢

を
台
湾
に
転
任
さ
せ
た
。

そ
の
３
日
後
の
昭
和
10
年
８
月

２
日
、
台
湾
赴
任
の
道
中
に
相
沢
は

白
昼
堂
々
と
陸
軍
省
内
に
入
り
込

み
、
皇
道
派
に
対
す
る
統
制
派
の
永

田
鉄
山
軍
務
局
長
を
刺
殺
し

た
。
永
田
は
陸
軍
き
っ
て
の
秀

才
で
あ
り
「
永
田
の
前
に
永
田

な
し
、永
田
の
後
に
永
田
な
し
」

と
言
わ
れ
、
将
来
の
陸
軍
大
臣

と
目
さ
れ
て
い
た
。
永
田
が
死

な
な
け
れ
ば
東
条
英
機
の
台
頭

も
な
く
、
あ
の
戦
争
も
回
避
で

き
た
と
の
説
が
あ
る
。

福
山
城
北
側
の
福
寿
会
館
は
満

州
に
転
任
し
た
樋
口
の
留
守
宅
で

あ
り
、
玄
関
に
相
沢
夫
人
が
駆
け
込

ん
で
き
た
様
子
を
長
女
・
美
智
子

が
目
撃
し
て
い
た
。「
永
田
軍
務
局

長
を
刺
し
た
某
中
佐
と
は
、
家
の
主

人
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
わ
。
奥
様
ど

う
し
ま
し
ょ
う
！
」
と
肩
を
わ
な
わ

な
震
わ
せ
て
泣
い
て
お
ら
れ
、
樋
口

夫
人
が
「
し
っ
か
り
な
さ
っ
て
！
」

と
肩
を
擦
り
懸
命
に
力
づ
け
て
い

た
そ
う
だ
。

美
智
子
い
わ
く
、
東
北
出
身
の
相

沢
は
、
リ
ン
ゴ
を
切
ろ
う
と
す
る
と

「
嬢
ち
ゃ
ん
！
丸
ご
と
よ
、
皮
も
む

か
な
い
で
頂
戴
！
」
と
丸
ご
と
の
リ

ン
ゴ
を
さ
も
美
味
し
そ
う
に
真
白

な
歯
で
か
り
か
り
と
召
し
上
が
っ

た
の
を
思
い
出
す
。
思
い
出
の
最
高

は
、
天
下
一
品
の
江
差
追
分
で
あ
っ

た
。哀
調
切
々
た
る
節
回
し
、美
声
、

あ
の
お
声
を
耳
に
し
た
人
は
も
う

少
な
い
と
思
う
と
涙
を
押
さ
え
ら

れ
な
い
・
・
・

知
ら
れ
ざ
る
昭
和
史
の
大
事
件

を
こ
の
ま
ま
忘
却
し
て
よ
い
の
か
、

ゆ
か
り
の
地
を
ぶ
ら
探
訪
し
た
い

方
が
い
れ
ば
ご
案
内
し
た
い
。

相
沢
事
件
と
福
山

大田ゆうすけ
（福山市議会議員）

毎月 1日号に掲載

№91

新校舎をキャンパスに新設
福山大学

地上11階で学内最大
教室はガラス張りでスマート化


